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尿路 感染並 び に晩期 潜 伏梅毒 に対 す るPropionylErythromycin

LaurylSulfateの 効 果

大 越 正 秋 ・近 藤 昌 敏

関東逓信病院泌尿器科

(昭和37年1月20日 受付)

わ れわれは他 の型 のErythromycinよ り血 中濃度 が

高 く抗菌 力 の 強 いPropionylErythromycinLauryl

Sulfateを 尿路感染並 びに 晩期潜伏 梅毒の症 例に使用 し

て,次 の如 き結果 を得たので報告す る｡

1尿 路 感 染 に 対 す るPrepionylErythro・

mycinLaurylSulfateの 効果

1)急 性 膀胱炎に対す る効果

急性膀胱 炎10例 に対 してPropionylErythromycin

LaurylSulfate(以 下,PELS)を1日1,200mgを4

回にわけて服用 させた｡

PELSは 主 と して球菌群 に対 してその効果 が期 待で き

るのであ るが新剤 であ るので特 に症例 をえ らばず 投与 し

てみた｡そ の結果,表 示(表1)し た よ うに膀 胱炎10

例 の うち大腸菌に よる もの8例,黄 色ブ ドウ球菌に よる

もの1例,緑 膿菌 に よるもの1例 であつた｡

大腸菌に よるものの うち培養 陰性 になつた もの3例 で

37.5%,陰 性に な らなかつた もの5例 で62.5%,主 訴

が消失 した もの2例 で25%,軽 快2例 で25%,無 効4

例で50%で あつ た｡尿 所見 では改善 され た もの4例 で

50%,無 効4例 で50%oで あつた｡

総合判定 と して,培 養,主 訴,尿 所 見 ともに改善 され

た ものを著効 とす る とこれが3例 で37.5%,主 訴お よ

び尿所 見の改善 をみた ものを有効 とす る とこれが1例 で

あ り,全 く無効であつた ものは4例 で50%で あつ た｡

黄 色ブ ドウ球菌に よるものl例 は培 養は陰性 となつた

が主訴,尿 所見 ともよ くな らなかつた｡

緑膿菌に よるものは培養,主 訴,尿 所見 ともよ くな ら

なかつた｡

2)前 部尿道 炎に対す る効果

急性膀胱 炎 と同様にPELS1日1,200mgを4回 に

わけて服 用 させ た｡

淋菌性尿道 炎1例,非 淋菌性 尿道 炎6例,計7例 に対

して使 用 した結果(表2),主 訴 お よ び尿道分泌物 の所

見 ともに改善 され た ものを著効 とす る と これが4例 で

57.1%で あつたが,特 に この うちで淋菌性尿道炎が1

例 あつたが,こ の症例は1,200mg,2日 間投与 で優秀

な成績を得た｡主 訴が改善され た ものを有効 とす る とこ

れが1例 で14.3%,全 く無効 で あ つ た ものが2例 で

28.6%で あつたO

II晩 期潜伏梅毒に対するPropionylErythro-

mycinLaurylSulfateの 効果

晩期潜伏 梅毒(1例 先天梅 毒)8例 に 対 してPELS

1日1,200mgを4回 に分服,70日 間,総 量849投

与 して毎 週1回,血 清 ワ氏反 応 お よび 抗体価(ワ 氏定

表1膀 胱 炎 に対 す るErythromycinの 効 果
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表2前 部 尿 道 炎 に 対 す るErythromycinの 効 果
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表3症 例1潜 伏 梅 毒

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

治 療 経 過

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10
後

1,200mg×70日

3十3十3十3十3十3十3十

320320160320320160160

計849

3十3十3十3十

32016016080

表4症 例2潜 伏 梅 毒

1 治 療 経 過

前1週2 34 5 6 7 8 9 10
後

使 用 到

ワ 氏 反 応

抗 体 価

3十3十 一

2020一

1,200mg×70日

2十 十 十

201010

計84g
縁 ヵ月後

1-1
一

量)を 測 定 して経過観察 した｡

症例1小 23才,男,潜 伏梅毒(表3)

4年 前たびたび感染機会はあつ たが 無症状 であつた｡

入社試 験の時,血 清検査 で ワ氏反応(3十),抗 体価(320)

であつたので潜伏梅毒 と診断,た だちに治療 を 開 始 し

た｡開 始 後2週 問 日でワ氏反応(3十),抗 体価(160)で

や や抗 体価 の減弱をみたが7週 圏までは(160)と(320)

の間を往復 し,8週 目か らは(160)と 安 定 し,10週 目

ピは ワ氏反応は(3十)と かわ らないが,抗 体価 は(80)

と減 弱 し,終了後6週 目では ワ氏反応(3十),抗 体価(160)

とやや抗 体価 の減弱をみた｡投 与期 間中副作用は なかつ

たo

症例2森, 男,潜 伏梅毒(表4)

22年 前 戦地にて罹患,サ ルパルサ ン治療 で陰転 した｡

以来10年 間,1年 に1～2度 検査 を していたがいずれ

も陰性 であつた とい う｡昨 年6月 当科 にて精管結紮術 を

うけ に 来院 した 時,ワ 氏 反 応 陽 性 で あ つ た の で,潜 伏梅

毒 と診 断,ペ ニ シ リン60.万 単 位20回 で 無 効,11月 か

らは マ フ ァル ゾ ール0.04mg5回,0.06mg20圃,蒼

鉛剤1・59お よび ペ ニ シ リン60万 単 位 そ れ ぞ れ11回

併 用 して 総 計 マ フ ァル ゾ ール1.4mg,ビ ス ム ー ト309,

ベ ニ ジ リ ン1,200万 単 位 投 与 した が,全 く無 効 で ワ氏反

応(3十),抗 体 価(20)で あ つ た｡PELS治 療 開 始 後

2週 目に1度 ワ氏 反 応(一),抗 体 価(一)と なつ たが3

週 目に は ワ氏 反 応(2十),抗 体 価(20)と な り,4週 目

に は ワ氏 反 応(1+),抗 体 価(10),5週 目に は ワ氏 反応

(1十),抗 体 価(10),6週 目に は 両 者 陰 性 とな り治 療 終

了 ま で(一)を つ づ け治 療 後4ヵ 月 後 もワ氏 反応(一),

抗 体 緬(一)と な り陰 転 に成 功 した｡投 与 期 間 中副 作 用

は な か つ たo

症 例3小 2才,女,潜 伏 梅 毒(表5)

1年 前急 性 膀 胱 炎 に て 当 科 に て治 療 した と き血 清 ワ氏
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表5症 例3潜 伏 梅 毒

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

治 療 経 過

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10

1,200mg×70日

2十3十1十1十1十1十

202010101010

計849

1十1十2一 ト1十1十

1010201010

後

2カ3カ

月 後 月 後
1十1十

1010

表6症 例4潜 伏 梅 毒

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

治 療 経 過

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10

1十3十

1010

1,200mg×70日

発 疹2十1十1十 一

201010一

計849

2十1十

1010

1十

10

後

3週 後
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図1症 例4治 療開始後2週 日に発疹出現

反 応 陽性,潜 伏 梅 毒 と診 断,ペ ニ シ リン60万 単 位,20

回,計1,200万 単 位投 与 した が ワ氏 反 応(2+),抗 体 価

(20)で 全 く 無効 で あ つ た の で,PELS治 療 を 開 始 し

た｡1週 日に は ワ氏反 応(3十),抗 体 価(20)と な つ た

が2週 目か らは ワ氏反 応(1十),抗 体 価(10)と な り7

週 目ま で つ づ き8週 目に は一 時 ワ氏 反 応(2十),抗 体 価

(20)と なつ た が,9～10週 目に 再 び ワ氏 反 応(1十),

抗 体 価(10)と 安 定 し終 了 後,2ヵ 月,3ヵ 月 と もに ワ

氏 反 応(1十),抗 体価(10)で 抗 体 価 の減 弱 を み た｡本

症 例 は2週 目に全 身倦 怠 感 を 訴 え た が,治 療 を 中 止 す る

程 の こ と もな く3週 日か らは 副 作 用 は な か つ た｡

症 例4川 6才,男,潜 伏 梅 毒(表6)

血 清 ワ氏 反応 検 査 の 結 果 は じめ て ワ氏 反 応(1+),抗

体 価(10プ で潜 伏 梅 毒 と診 断 し治 療 を 開 始 した｡1週 目

に ワ氏 反 応(3十),抗 体 価(10),2週 日に ワ氏 反 応(2

灘
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/
琢

図2症 例4図1に 同 じ

噸

図3症 例4
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図4症 例4図3に 同 じ

十),抗 体 価(20)と な り この 時 にHerxheimer現 象 と

思 わ れ る発 疹 が 下腹 部,腰 部,瞥 部 お よび陰 部 に 出 現 し

た｡こ の 発 疹 は小 指 頭 大 位 の 愛 界 鮮 明,扁 平 で 硬 結 な

く,か ゆ み も痛 み もな い もの で あ つ た(図1,2)｡こ の

発 疹 は4週 目ま で に 消 失 して い る(図3,4)｡5週 目に

は ワ氏 反 応 お よび抗 体 価 と も に 陰性 と な り,6,7週 日

に 一 時 陽 転 した が再 び陰 性 とな り.終了 後3週 目 に ワ氏 反

応・抗体価 ともに陰性 となつ た｡発 疹以外 の副作用 はな

かつた｡

症 例5篠 6才,男,潜 伏梅 毒(表7)

本症例は不妊 のため当科 を訪れ,は じめ て ワ氏 反 応

(1十),抗 体価(10),潜 伏梅毒 と診 断 し治療 を 開始 し

た｡2週 目に ワ氏反応,抗 体価 ともに陰性 とな り3週 間

にて治療 を中止 した ところ,4週 日に一時 ワ氏(1十),

抗体価(10)と 陽転 したが5週 目か らは ワ氏反応,抗 体

価 ともに陰性 をつづけてい る｡投 与期 間中副作用は全 く

なかつ た6

症例6岩 8才,女,潜 伏梅毒(表8)

左背部痛 を訴 え尿路結 石の疑い で当科 を訪れ,ワ 氏反

応(1+),抗 体価(10)で 未 治療の潜伏梅毒 と診 断 し治

療 を開始 した｡1週 目ワ氏反応(0十),抗 体 価(一),

2週 目には ワ氏,抗 体価 ともに陰性 となつ たが3週 目,

4週 目は一時 ワ氏反応(1十),抗 体 価(10)と なつた6

しか し5週 日か らは ワ氏反応,抗 体価 ともに陰性を続け

て いる｡な お治療続 行中 であ るが副作 用は全 くない｡

症例7中 8才,男,潜 伏梅毒(表9)

25才 の時梅毒 に罹患 しサルバルサ ン治療 にて陰転 し,

その後は全 く無症状 であつたが,包 茎 の手術 を 目的 とし

て当科を訪れた時,検 査 の結 果 ワ氏反応(3+),抗 体価

表7症 例5潜 伏 梅 毒

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

治 療 経 過

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10　
1,200mg×21日

1十 〇十 一 一 中 止

1010-.

計25・59

1十 一

10-一

後

2ヵ 月後

表8症 例6潜 伏 梅 毒

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

治 療 経 過

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10

1,200mg×49日

1十 〇十 一1十1十

10-1010

計58,8g

継 続 中

〃

後

●

表9症 例7潜 伏 梅 毒

治 療 経 過

前1週 2 3 4 5 6 7 8 9 10
後

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

1,200mg×70日

3一ト3十4-←3十3十3H-3一 ト

640320320160320320320

計849

4十3十3十3十

320640640640
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表10症 例8先 天 梅 毒

ム
q

証 療 経 過
後

前1週2 3 4 5 6 7 8 9 10

使 用 量

ワ 氏 反 応

抗 体 価

1,200mg×70日 玉

3十3十3十3十4十3-←

80160160160320160

計849

3十3十3十3十3十

8080160160 08

3週 後
3十

80

く640)で あつたので治療を開始 した｡表3に しめす よう

,に開始後1週 日で ワ氏反応(3十) ,抗 体価(320),2週

目で ワ氏反応(4十),抗 体価(320),3週 冒"c-・時 ワ氏

反 応(3十 ト),抗 体価(160)と や や 抗体価 の減弱 をみた

が,4週 目か ら再 び ワ氏 反応(3十),抗 体価(320)と な

り8週 目には ワ氏反 応(3十),定 量(640)と なつて無効

であつ た｡投 与期 間中副作 用はなかつた｡

症例8大 8才,女,先 天梅毒(表10)

家族歴 は症 例の上3人 死産,1人100日 後死亡 してい

る｡症 例は結 婚予 定のため検査 の結果 ワ氏反応(3十),

抗 体価(80)で あつた｡治 療開始後1週 目には ワ氏反応

(3十),抗 体 価(760)と あが り4週 目には ワ氏反応(4

十),抗 体 価(320)と なつた｡更 に投与を継続す ると6

週 目には ワ氏反応(3十),抗 体価(80)と 治療 前 と同価

になつたが,10週 目で も治療前 と変 らず,治 療中止後

3週 目もワ氏反応(3十),抗 体価(80)と 無 効 で あ つ

た｡投 与期 間中副作用は なかつ た｡

考i按

GRIFFITH(1960)1)は,PELSは 他 の 型のErythro-

mycinよ り血中濃度が2～3倍 高 く抗 菌力 も強 く持続時

…間も長い といつてい る｡そ してHERRELL,etal.(1960)2)

は192例 に使用 し球菌感染 に好結 果を得てい る｡殊 に尿

路 感 染 につい ては,連 鎖球菌 に よる もの1例,ブ ドウ球

菌に よるもの1例 にそれ ぞれ1日1.09を5～7日 間投

与 して好結果 を得 ているoな お彼等は淋菌性 尿道炎に対

して1日29を1日 間投 与 して著効を得た と報告 してい

る｡わ れわれ も淋菌性尿 道炎を1例 経 験 したがPELSを

1日 に1,200mg,2日 間投 与 して 著効を 得てお り,淋

菌に対 しては特 にその抗 菌力の大 なることを しめ した｡

しか し黄色 ブ ドウ球 菌に よる急性勝胱炎を1例 経験 した

が,培 養 は陰性 となつた ものの 自覚症状お よび尿所 見は

殆 ど改善 され なかつた｡

緑膿菌 に よる もの1例 あつたが,こ れ は培養成績,症

状 ともに改善 され なかつ た｡

PELSの 大腸菌 に対 す る抗 菌 力 をみ るとEDRWARD

〈1960)3)は 大腸菌 による尿路感 染2例 に対 して2例 とも

江 有効 であつた と報告 している｡わ れ われ は大腸菌に ょ

る急性膀胱 炎8例 に対 して は 著効3例 ・ 有効1例 で約

50%の 成 績 を 得 た｡

PELSの 晩 期 潜 伏 梅 毒 に 対 す る効 果 に つ い て の 文 献 は

まだ み あ た らない が,他 の 型 のErythromycin(Ethyl

Carbonate)の 晩 期 潜 伏 梅 毒 に対 す る効 果 に つ い て は 本

邦 に お い て も多 くの 報 告 が あ る｡楠 本(1955)4)は 潜 伏 梅

毒7例,妊 婦 梅 舞2例 お よび 先 天 梅 毒2例,計11例 に

対 して1日600～900mg,総 量15～709投 与 して晩 期

潜 伏 梅 毒1例 を 除 い て 陰 転 に成 功 して い る｡山 本 等

(1955)5)は 潜 伏 梅 毒19例 に 対 して1日1,200mg,総

量12～369投 与 して 陰転43.4%,無 効30.4%と 報 告

して い る｡占 部(1956)6)は 潜 伏 梅 毒5例 に 対 し て 総 量

20～30g投 与 して4例 は抗 体 価 の減 弱 を み,1例 は 不 変

で あ つ た｡大 越(1956)7)は 晩期 先 天 梅 毒2例 に 対 して1

日1,200mg,総 量8～129投 与 して 無 効 で あ つ た とい

う｡高 村(1956)8)は10例 中7例 までi著 明 な抗 体 価 の 減

弱 を 認 め て い るが 陰 転 した もの は なか つ た と報 告 して い

る｡武 山(1958)9)は 抗i療性 梅 毒8例 に対 し て1日1,200

mg,総 量729投 与 して8例 中3例 に陰 転,4例 に抗 体

価 減 弱 を 認 め1例 無 効 で あつ た と報 告 して い る｡

以 上 の 如 き諸 氏 の 報 告 の よ5にErythromycinに よる

潜 伏 梅 毒 の 治 療 効 果 はか な り よい よ うで あ るが,わ れ わ

れ が 経 験 したPELSの 駆 梅 効 果 は,症 例 第1,第2は

無 効 で あつ た｡し か し症 例 第1は30年 前 に 罹 患 した も

の で あ り,ま た症 例 第2は28才 で,無 症状 で 経過 した

先 天 梅 毒 で い ずれ も陳 旧 の も の で 効 果 が な い の は 楠 本,

山 本等 の成 績 と同 様 で あ つ た｡症 例3,5の2例 は 抗 体

価 の減 弱 を 治 療 開 始 後2～5週 目か ら認 め た｡症 例4は

2週 日に 陰 転,3,4,5週 目に は一 時 抗 体 価 の増 強 を認

め た が6週 目か ら陰 性 を 続 け た｡ま た症 例5は1年 以上

も他 剤 に よつ て 駆 梅 療 法 を続 け て も ワ氏 反 応,抗 体価 と
ウ

もに変動 しなかつ たものが,本 剤 の使用に よ り 変 動 し

た｡ま た症例6は 本剤の使用後2週 目にHerxheimer現

象を みた｡高 村等 がいつてい るよ うにErythromycinだ

け で不充 分な場 合は他剤 との併用療 法をすれば もつ とよ

り良い効果 が期待で きるか も しれ ない｡

われ われ の成績 を総合的にみ ると無効2例 で25%,

陰 転 した もの4例 で50%,抗 俸価の減弱 をみた もの2

例 で25%で あつた｡こ の成績 は楠本 の潜 伏梅毒7例 に
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対 して晩期潜伏梅毒 の1例 を除 いて陰転 してい るのに較

べればやや成績 は悪 いが,そ れ以外 の諸氏の成 績 と比較

す ると良好の成綾 を得 る こ と が できた｡こ れ だ け で

PELSがErythromycinよ りそ の駆梅効果 が大 であ る

とい うことは できないであろ うが,相 当期待 して よい薬

剤であ るとい うことはで きるで あろ う｡

PELSを 長期間持続的 に投与 して も副作用 は全例 につ

いて殆 どなかつ た｡

結 語

1尿 路感染症 に 対 す るPropionylErythromycin

LaurylSulfateの 効果

1)球 菌感 染の症例は少 なかつ たのでPELSの 効果 を

充分に 知る ことはで きなかつた｡

2)淋 菌性 尿道炎に対 しては著 効を しめ した｡

3)大 腸菌 感染に対 して は有効 とみ とめ られ るものが

50%で あつた｡

皿 潜 伏梅毒に対す るPropionylErythr0=mycinLau-

rylSulfateの 効果

1)晩 期潜伏梅毒8例 に対 しPELSを 使 用 して陰転4

例 で50%,抗 体価減弱2例 で25%,無 効2例(罹 患 後

30年 の1例 と28才 の先天梅 毒1例)25%で 他 の 型 の

Erythromycinよ り比較的 良い成 績を得た｡

2)本 剤 だけで晩期潜伏 梅毒を治療 して抗体価 の減弱

を得難い ものには他剤 の併 用 も考慮 すべ きで あろ う｡

3)副 作 用は全 例殆 どなかつ た｡
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